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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  ゲート信号配線の両側から液晶表示装置の駆
動を行う方式では、２系統のゲート駆動回路が必要とな
り、コストの上昇、生産工数の増加、装置サイズの増
大、接点の増加による信頼性の低下等の問題が生じる。
また、大画面化が進むと、信号の供給側から終端側へ行
くにつれて駆動信号の波形が大きく歪み、輝度の傾斜や
フリッカ等が発生し、表示の均一性が損なわれる。
【解決手段】  ゲート駆動回路から供給される走査信号
がゲート信号配線の中央部に印加される、あるいはソー
ス駆動回路から供給される映像信号がソース信号配線の
中央部に印加されるように液晶表示装置を構成する。ま
た、ゲート配線あるいはソース配線を両側から駆動する
液晶表示装置において、ゲートあるいはソース駆動回路
から供給される信号がゲートあるいはソース信号配線の
各々両端部と中央部の中間点に印加されるように構成す
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶層を挟持して対向する2枚の透明基板
のうち、一方の基板の対向面側に、マトリックス状に配
置されたソース信号配線及びゲート信号配線、前記ソー
ス信号配線とゲート信号配線の各交差点に対応して設け
らたスイッチング素子、前記スイッチング素子に接続さ
れた画素電極、前記基板あるいは他方の基板上に前記画
素電極と対向するように形成された対向電極と、前記ゲ
ート信号配線に順次走査信号を供給するゲート駆動回路
と前記ソース信号配線に映像信号を供給するソース駆動
回路を少なくとも備えた液晶表示装置において、前記ゲ
ート駆動回路から供給される走査信号が前記ゲート信号
配線の両端部より中央側に印加されることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項２】前記ゲート駆動回路から前記ゲート配線の
供給部分に至る経路が２つ以上設けられたことを特徴と
する請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】前記ゲート駆動回路から供給される走査信
号が前記ゲート信号配線の中央部に印加されることを特
徴とする請求項１または２記載の液晶表示装置。
【請求項４】液晶層を挟持して対向する2枚の透明基板
のうち、一方の基板の対向面側に、マトリックス状に配
置されたソース信号配線及びゲート信号配線、前記ソー
ス信号配線とゲート信号配線の各交差点に対応して設け
らたスイッチング素子、前記スイッチング素子に接続さ
れた画素電極、前記基板あるいは他方の基板上に前記画
素電極と対向するように形成された対向電極と、前記ゲ
ート信号配線に両側から同一のタイミングで順次走査信
号を供給するゲート駆動回路と前記ソース信号配線に映
像信号を供給するソース駆動回路を少なくとも備えた液
晶表示装置において、前記ゲート駆動回路から供給され
る走査信号が各々両端部より中央側に印加されることを
特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】前記ゲート駆動回路から供給される各々の
走査信号が前記ゲート信号配線の端部と中央部の中間点
に印加されることを特徴とする請求項４記載の液晶表示
装置。
【請求項６】前記ゲート駆動回路から各々の走査信号を
供給するゲート信号供給配線が、絶縁層を介して前記ゲ
ート信号配線の下層あるいは上層に形成され、且つ前記
ゲート信号配線と接続される接続部を有することを特徴
とする請求項１～５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】液晶層を挟持して対向する2枚の透明基板
のうち、一方の基板の対向面側に、マトリックス状に配
置されたソース信号配線及びゲート信号配線、前記ソー
ス信号配線とゲート信号配線の各交差点に対応して設け
らたスイッチング素子、前記スイッチング素子に接続さ
れた画素電極、前記基板あるいは他方の基板上に前記画
素電極と対向するように形成された対向電極と、前記ゲ
ート信号配線に順次走査信号を供給するゲート駆動回路*
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*と前記ソース信号配線に映像信号を供給するソース駆動
回路を少なくとも備えた液晶表示装置において、前記ソ
ース駆動回路から供給される映像信号が前記ソース信号
配線の両端部より中央側に印加されることを特徴とする
液晶表示装置。
【請求項８】前記ソース駆動回路から前記ソース配線の
供給部分に至る経路が２つ以上設けられたことを特徴と
する請求項７記載の液晶表示装置。
【請求項９】前記ソース駆動回路から供給される映像信
号が前記ソース信号配線の中央部に印加されることを特
徴とする請求項７または８記載の液晶表示装置。
【請求項１０】液晶層を挟持して対向する2枚の透明基
板のうち、一方の基板の対向面側に、マトリックス状に
配置されたソース信号配線及びゲート信号配線、前記ソ
ース信号配線とゲート信号配線の各交差点に対応して設
けらたスイッチング素子、前記スイッチング素子に接続
された画素電極、前記基板あるいは他方の基板上に前記
画素電極と対向するように形成された対向電極と、前記
ゲート信号配線に順次走査信号を供給するゲート駆動回
路と前記ソース信号配線に両側から同一のタイミングで
映像信号を供給するソース駆動回路を少なくとも備えた
液晶表示装置において、前記ゲート駆動回路から供給さ
れる走査信号が各々両端部より中央側に印加されること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項１１】前記ソース駆動回路から供給される各々
の映像信号が前記ソース信号配線の端部と中央部の中間
点に印加されることを特徴とする請求項１０記載の液晶
表示装置。
【請求項１２】前記ソース駆動回路から各々の走査信号
を供給するソース信号供給配線が、絶縁層を介して前記
ソース信号配線の下層あるいは上層に形成され、且つ前
記ソース信号配線と接続される接続部を有することを特
徴とする請求項７～１１のいずれかに記載の液晶表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は液晶表示装置、特に
大画面あるいは高解像度表示が可能な液晶表示装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を用いたア
クティブマトリクス型液晶ディスプレイは薄型化、軽量
化、低電圧駆動可能などの長所によりカムコーダ用のデ
ィスプレイやパ－ソナルコンピュ－タ－、パ－ソナルワ
－ドプロセッサ－のディスプレイなど種々の分野へ利用
されており、大きな市場を形成している。
【０００３】特に近年、パ－ソナルコンピュ－タ－用途
ではインターネット等による膨大な情報の取得や電子メ
ールによる日常のコミュニケーション、更にＡＶ機器と
のリンクによる映像の表示など、これまでのスタンドア
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ローン的な利用に加え、更に多大な情報の取り扱いが発
生し、それに伴いディスプレイに対してはより多くの情
報が表示出来る大画面化、高解像度化への要求が高まっ
ている。
【０００４】液晶表示装置の大画面化、高解像度化を実
現していくためには、表示画素の増大や高密度化によっ
て発生する表示性能の低下、例えばクロストーク、フリ
ッカの増大や画素への充電不足による表示ムラなどの課
題を解決していくことが必要不可欠となるが、この課題
に対しゲート信号配線の両端から同一のタイミングで駆
動を行うことによって液晶表示素子の左右の輝度差やク
ロストークを解消した液晶表示装置が特開平３－２７４
５２６号公報で提案されている。
【０００５】以下、従来の液晶表示装置について図面を
用いて説明する。
【０００６】図７は従来の液晶表示装置の構成を表す図
である。図７において液晶表示素子１のソース信号配線
２の両端にソース信号駆動回路３ａ、３ｂが接続され、
ゲート信号配線４の両端にはゲート駆動回路５ａ、５ｂ
が接続されている。各々の配線端で駆動回路と接続され
ており、ソース駆動回路３ａ、３ｂ，ゲート駆動回路５
ａ、５ｂ上にあるＩＣなどの駆動回路素子にはコントロ
ーラ６からコントロール信号や電源がフラットケーブル
７を介して給電されている。
【０００７】上記構成によれば、液晶表示装置が大画面
化、あるいは高解像度化することによってゲート信号配
線の抵抗や寄生容量が増加した場合でも、ゲート信号配
線の液晶表示素子の両端より同一のタイミングで駆動す
ることによって実質的に配線抵抗及び配線上の容量を半
分にすることが出来、それによって走査信号の遅延を抑
制し、液晶表示素子の左右の輝度差やムラの発生を解消
出来るとしている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら上記従来
の液晶表示装置ではゲート信号配線の両側から駆動を行
うために、２系統のゲート駆動回路が必要となり、その
結果コストの上昇、生産工数の増加、装置サイズの増
大、接点の増加による信頼性の低下などの問題が生じて
しまう。また非常に大きな画面サイズや解像度を持つ場
合には、両側から駆動を行っても、信号の供給側から終
端側へ行くにつれて駆動信号の波形が大きく歪み、輝度
の傾斜やフリッカ等が発生し、表示の均一性が損なわれ
るという課題があった。
【０００９】本発明は上記従来の液晶表示装置の不都合
に鑑みて創案されたものであり、液晶表示装置が大画面
化、高解像度化しても、低コストで工数、サイズの増加
のない、しかも性能低下のない液晶表示装置を提供する
ことを目的とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を実現するため
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に本発明の液晶表示装置は少なくとも以下の構成を有し
ている。
【００１１】手段１においては、ゲート駆動回路から供
給される走査信号がゲート信号配線の中央部に印加され
るように構成されている。この構成によってゲート駆動
回路を１系統に削減することが出来、しかも信号供給位
置から最も遠いゲート配線端までの配線抵抗及び寄生容
量を従来の両側駆動と同じにすることが出来るので、従
来の液晶表示装置と同様に左右の輝度差やフリッカの発
生を抑制した液晶パネルを得ることが出来る。
【００１２】手段２においては、ゲート信号配線に両側
から同一のタイミングで順次走査信号を供給するゲート
駆動回路を備えた液晶表示装置において、前記ゲート駆
動回路から供給される走査信号がゲート信号配線の各々
両端部と中央部の中間点に印加されるように構成されて
いる。この構成によって信号供給位置から最も遠いゲー
ト配線端までの配線抵抗及び寄生容量を従来の両側駆動
の半分にすることが出来るので、従来の液晶表示装置と
比較して左右の輝度差やフリッカの発生がほとんどない
液晶パネルを得ることが出来る。
【００１３】手段３においては、ソース駆動回路から供
給される映像信号がソース信号配線の中央部に印加され
るように構成されている。この構成によってソース駆動
回路を１系統に削減することが出来、しかも信号供給位
置から最も遠いソース配線端までの配線抵抗及び寄生容
量を従来の両側駆動と同じにすることが出来るので、従
来の液晶表示装置と同様に上下の輝度差やフリッカの発
生を抑制した液晶パネルを得ることが出来る。
【００１４】手段４においては、ソース信号配線に両側
から同一のタイミングで映像信号を供給するソース駆動
回路を備えた液晶表示装置において、前記ソース駆動回
路から供給される映像信号が各々ソース信号配線の両端
部と中央部の中間点に印加されるように構成されてい
る。この構成によって信号供給位置から最も遠いソース
配線端までの配線抵抗及び寄生容量を従来の両側駆動の
半分にすることが出来るので、従来の液晶表示装置と比
較して上下の輝度差やフリッカの発生がほとんどない液
晶パネルを得ることが出来る。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下本発明の液晶表示装置につい
て図面を用いてより具体的に説明する。但し、以降の図
面の説明においては前述の図７内で用いた構成と同じ部
分には同じ符号を付けて説明する。
【００１６】（実施の形態１）図１（ａ）は本発明の実
施の形態１における液晶表示装置を示すブロック図であ
る。
【００１７】図１（ａ）において、１は最小表示単位の
画素１０１より構成される液晶表示素子、２は液晶表示
素子１に映像信号を供給するソース信号配線、３ａ、３
ｂはソース信号配線２の両端の電極端子に接続されたソ
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ース駆動回路で、以上は従来と同様な構成であるが、ゲ
ート信号配線４は中央部にゲート駆動回路５に繋がるゲ
ート信号供給配線８が接続されており、ここからゲート
信号配線４の両側に給電を行い液晶表示素子１に左右均
等に走査信号が供給される。各々の電極端子と駆動回路
間の接続はＴＡＢ（tape automated bonding）と呼ばれ
るフレキシブルプリント基板上に駆動回路を搭載したも
ののを用いておこなわれており、更にソース駆動回路
３，ゲート駆動回路５とコントローラ６はフラットケー
ブル７により接続され、コントロール信号や電源がフラ
ットケーブル７を介して給電されている。
【００１８】また図２（ａ）は、ゲート信号供給配線８
がゲート信号配線４と接続される部分の画素の構成を示
す平面図である。図２（ａ）において、ガラス基板をベ
ースにしたアレイ基板１４上にゲート信号供給配線８が
ゲート信号配線４と同じ層に同じ工程で形成されてい
る。すなわちアルミニウムを主成分とする金属膜で成膜
し、フォトリソグラフ法で同一平面状にパターン形成し
た。ゲート信号配線として使用する材料は配線抵抗の低
い金属が望ましいが、とくにアルミニウム系金属に限定
するものではなく、また、単層膜でも多層膜であっても
よい。またソース信号配線２はゲート信号配線４を形成
した層上にＣＶＤ法等により窒化珪素（ＳｉＮ

x
）等の

絶縁層を堆積させた層上に、ゲート信号配線４と同様に
して形成されている。また１０は画素電極でＩＴＯなど
の透明性を有する材料で形成されており、アモルファス
シリコンを用いた半導体層を有する薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ）１１を介してソース信号配線２に接続され、
対向する基板上に設けられた対向電極との間で液晶の制
御を行っている。
【００１９】上記のように構成された液晶表示装置にお
いては、各ゲート信号配線の中央部に走査信号を給電す
るため、ゲート駆動回路が１系統であっても左右均等に
走査信号を供給出来るようになり、しかも信号供給位置
から最も遠いゲート配線端までの配線抵抗及び寄生容量
を従来の両側駆動と同じにすることが出来るので、画面
の左右での輝度差やフリッカを解消出来るものである。
【００２０】尚、図１（ｂ）に示すようにソース信号駆
動回路は１系統の場合でも上記の効果に変わりはない。
また図２（ｂ）に示すように、ゲート信号供給配線８が
ゲート信号配線４と接続される部分以降でも延長された
形状としても良い。この場合には接続部分の左右でより
均等な画素構成となり、左右のアンバランスが発生する
のを抑制出来る。
【００２１】また図１（ｃ）に示すように、ゲート駆動
回路５からゲート信号配線４に至るゲート信号供給配線
８の経路を２系統に出来るように、ゲート供給端子８ｃ
を設けておくことも有効である。この内１系統のみを使
用して走査信号を供給すれば、この系統からの信号供給
が断線した場合でも残りの系統をこのゲート供給端子８
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ｃからゲート駆動回路５に接続し、信号の供給を行うこ
とが出来る。また駆動回路は増加するが、両端から信号
供給することも出来る。
【００２２】今実施の形態ではＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ－
Ｎｅｍａｔｉｃ）方式の液晶表示装置について説明を行
っているが、対向する上下の基板に設けた電極により液
晶の制御を行うその他の方式や、対向する２枚の基板の
内、１方の基板に液晶を駆動するための画素電極と対向
電極を形成したＩＰＳ（Ｉｎ－Ｐｌａｎｅ－Ｓｗｉｔｃ
ｈｉｎｇ）方式等の液晶表示装置としても良い。
【００２３】（実施の形態２）図２（ｃ）は本発明の実
施の形態２における液晶表示装置の１つの画素を示す平
面図、図２（ｄ）、図２（ｅ）、図２（ｆ）はそのＡ－
Ａ‘断面図である。
【００２４】図２（ｃ）、図２（ｄ）において実施の形
態１と異なっているのは、ゲート信号供給配線８がゲー
ト信号配線４の下層に絶縁層１２ａを介して形成され、
絶縁層１２に設けられた接続部１３ａでゲート信号配線
４に接続されている点である。
【００２５】上記構成によれば、ゲート信号供給配線８
とゲート信号配線４を表示面内で重ねることが出来るの
で、各々の配線面積を変えることなく配線により遮光さ
れる面積を減らすことが出来、従って開口率を向上さ
せ、明るい液晶表示装置を得ることが出来る。
【００２６】このゲート信号供給配線８とゲート信号配
線４を表示面内で重ねる構成は、図２（ｃ）、図２
（ｄ）の構成に限定されるものでなく、例えば図２
（ｅ）に示すように、ゲート信号供給配線８とゲート信
号配線４が上下層で入れ変わっても良く、またゲート信
号供給配線８とゲート信号配線４の層間にはその他の絶
縁層やソース配線やその他の配線を形成する層など形成
されていても良い。例えば、図２（ｆ）に示すように液
晶層１５を介してアレイ基板１４と対向し、一般的にカ
ラーフィルタなどが形成される対向基板１６上にゲート
信号供給配線８を形成しても良い。この場合には、アレ
イ基板に形成していく工程をほぼ従来と変更することな
く本発明の液晶表示装置を実現出来る。
【００２７】（実施の形態３）図３（ａ）は本発明の実
施の形態３における液晶表示装置を示すブロック図であ
る。
【００２８】図３（ａ）において実施の形態１と異なっ
ているのは、ゲート信号配線４の両端部と中央部の中間
点に各々ゲート駆動回路５ａ、５ｂに繋がるゲート信号
供給配線８ａ、８ｂが接続されており、ここからゲート
信号配線４の両側に給電を行い液晶表示素子１に更に左
右均等に走査信号が供給出来る。従って上記構成によれ
ば、信号供給位置から最も遠いゲート配線端までの配線
抵抗及び配線上の容量を従来の両側駆動の半分にするこ
とが出来るので、更に大画面化、高解像度化が進んだ場
合でも画面の左右での輝度差やフリッカのない液晶表示
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7
装置を実現出来る。尚、図３（ｂ）に示すようにソース
信号駆動回路は１系統の場合でも上記の効果に変わりは
ない。
【００２９】（実施の形態４）図４（ａ）は本発明の実
施の形態３における液晶表示装置を示すブロック図、ま
た図５（ａ）はソース信号供給配線９がソース信号配線
２と接続される部分の画素の構成を示す平面図である。
【００３０】図４（ａ）において、１は液晶表示素子、
４は液晶表示素子１に映像信号を供給するゲート信号配
線、５ａ、５ｂはゲート信号配線４の両端の電極端子に
接続されたゲート駆動回路で、以上は従来と同様な構成
であるが、ソース信号配線２は中央部にソース駆動回路
３に繋がるソース信号供給配線９が接続されており、こ
こからソース信号配線２の両側に給電を行い液晶表示素
子１に上下均等に映像信号が供給される。
【００３１】上記のように構成された液晶表示装置にお
いては、各ソース信号配線の中央部分に映像信号を給電
するため、ソース駆動回路が１系統であっても左右均等
に走査信号を供給出来るようになり、しかも信号供給位
置から最も遠いソース配線端までの配線抵抗及び寄生容
量を従来の両側駆動と同じにすることが出来るので画面
の上下での輝度差やフリッカを解消出来るものである。
【００３２】尚、図４（ｂ）に示すようにソース信号駆
動回路は１系統の場合でも上記の効果に変わりはなく、
図４（ｃ）に示すようにゲート信号をゲート配線の中央
部に供給する構成と組み合わせることによって更にコス
ト、工数の削減を行っても良い。また図５（ｂ）に示す
ようにソース信号供給配線９がソース信号配線２と接続
される部分以降でも延長された形状としても良い。この
場合には接続部分の上下でより均等な画素構成となり、
上下のアンバランスが発生するのを抑制出来る。
【００３３】また図４（ｄ）に示すようにソース駆動回
路３からソース信号配線２に至るソース信号供給配線９
の経路を２系統に出来るように、ソース供給端子９ｃを
設けておくことも有効である。この内１系統のみを使用
して映像信号を供給すれば、この系統からの映像供給が
断線した場合でも残りの系統をこのソース供給端子９ｃ
からソース駆動回路３に接続し、信号の供給を行うこと
が出来る。また駆動回路は増加するが、両端から信号供
給することも出来る。
【００３４】（実施の形態５）図５（ｃ）は本発明の実
施の形態５における液晶表示装置の１つの画素を示す平
面図、図５（ｄ）、図５（ｅ）、図５（ｆ）はそのＢ－
Ｂ‘断面図である。
【００３５】図５（ｃ）、図５（ｄ）において実施の形
態１と異なっているのは、ソース信号供給配線９がソー
ス信号配線２の下層に絶縁層１２ｂを介して形成され、
絶縁層１２ｂに設けられた接続部１３ｂでソース信号配
線２に接続されている点である。
【００３６】上記構成によれば、ソース信号供給配線９
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とソース信号配線２を表示面内で重ねることが出来るの
で、各々の配線面積を変えることなく配線により遮光さ
れる面積を減らすことが出来、従って開口率を向上さ
せ、明るい液晶表示装置を得ることが出来る。
【００３７】このソース信号供給配線９とソース信号配
線２を表示面内で重ねる構成は、図５（ｃ）、図５
（ｄ）の構成に限定されるものでなく、例えば図５
（ｅ）に示すように、ソース信号供給配線９とソース信
号配線２が上下層で入れ変わっても良く、またソース信
号供給配線９とソース信号配線２の層間にはその他の絶
縁層やゲート配線やその他の配線を形成する層など形成
されていても良い。例えば、図５（ｆ）に示すように液
晶層１５を介してアレイ基板１４と対向し、一般的にカ
ラーフィルタなどが形成される対向基板１６上にソース
信号供給配線９を形成しても良い。この場合には、アレ
イ基板に形成していく工程をほぼ従来と変更することな
く本発明の液晶表示装置を実現出来る。
【００３８】（実施の形態６）図６（ａ）は本発明の実
施の形態４における液晶表示装置を示すブロック図であ
る。
【００３９】図６（ａ）において実施の形態４と異なっ
ているのは、ソース信号配線２の両端部と中央部の中間
点に各々ゲート駆動回路３ａ、３ｂに繋がるソース信号
供給配線９ａ、９ｂが接続されており、ここからソース
信号配線２の両側に給電を行い液晶表示素子１に更に上
下均等に映像信号が供給出来る。従って上記構成によれ
ば、信号供給位置から最も遠いソース配線端までの配線
抵抗及び寄生容量を従来の両側駆動の半分にすることが
出来るので、更に大画面化、高解像度化が進んだ場合で
も画面の上下での輝度差やフリッカのない液晶表示装置
を実現出来る。尚、図６（ｂ）に示すようにソース信号
駆動回路は１系統の場合でも上記の効果に変わりはな
い。また図６（ｃ）に示すようにゲート信号をゲート配
線の中央部に供給する構成と組み合わせても良く、この
場合は更には表示性能の均質化が可能となる。
【００４０】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、ゲート駆
動回路から供給される走査信号がゲート信号配線の中央
部に印加されるように構成することによって、ゲート駆
動回路を１系統に削減することが出来、更にゲート両側
駆動においてゲート駆動回路から供給される走査信号が
ゲート信号配線の各々両端部と中央部の中間点に印加さ
れるように構成することによって配線抵抗及び寄生容量
を従来の半分にすることが出来るので、左右の輝度差や
フリッカの発生のほとんどない液晶パネルを得ることが
出来る。
【００４１】また、ソース駆動回路から供給される映像
信号がソース信号配線の中央部に印加されるように構成
することによって、ソース駆動回路を１系統に削減する
ことが出来、更にソース両側駆動においてソース駆動回
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路から供給される走査信号がソース信号配線の各々両端
部と中央部の中間点に印加されるように構成することに
よって配線抵抗及び寄生容量を従来の半分にすることが
出来るので、上下の輝度差やフリッカの発生のほとんど
ない液晶パネルを得ることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態１の液晶表示装置を示すブロック図
【図２】実施の形態１の液晶表示装置の画素部の形状を
示す平面模式図
【図３】実施の形態３の液晶表示装置を示すブロック図
【図４】実施の形態４の液晶表示装置を示すブロック図
【図５】実施の形態４の液晶表示装置の画素部の形状を
示す平面模式図
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【図６】実施の形態６の液晶表示装置を示すブロック
図
【図７】従来の液晶表示装置を示すブロック図
【符号の説明】
１  液晶表示素子
２  ソース信号配線
３ａ  ソース駆動回路
３ｂ  ソース駆動回路
４  ゲート信号配線
５  ゲート駆動回路
６  コントローラ
７  フラットケーブル
８  ゲート信号供給配線
１０１  画素

【図１】 【図２】
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